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F「34 次のI, Ⅱの文章の|   |の部分に入る最も適切な語句,記号,数値又は数式を,それぞれの解答群
の中から1つだけ選べ。なお,解答群の選択肢は必要に応じて2回以上使ってもよい。
I 陽電子断層撮影用放射性同位元素 (RI)と して,HC,・N,60,BFを小型サイクロトロンを用い
て製造する事業所がある。以下の表は,こ の事業所における各RIの製造についてまとめたものであ

4。 表中の
ncと ぃ。の半減期はそれぞれE ZJ自分及の

~竃
巧コ分である。サイクロトロンで製造

した RIの ホットラボヘの移送を容易にするため,タ ーゲットには液体や気体が利用されている。以

下の表の中で,HC,BN,60の製造に使用されるターゲット物質はそれぞれE薫 コ]EIコ ロ及

● 1[亘型コでぁる。
ncは ,  c に 02を添加 して陽子線を照射すると nc。 2と して生成 し,150

は,  E に H2を添加 して重陽子線を照射するとH215。 として生成する。また,13Nは,回
l「 鳴子線を照射すると

BN03~と
なる。このように,タ ーゲット物質中で RI製造と同時に,標識され

1111カが得られるも

製造核種 半減期 [分 ] 照射粒子 核反応 ターゲット物質
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照射終了直後の生成放射能は,照射粒子のエネルギー,ビーム強度,照射時間などに依存 してい

る。他の照射条件を同一にして,製造核種の半減期と同じ時間照射したときに比べて,その倍の時間
照射すると生成放射能は

「

F詢倍になる。また,ビーム強度を210倍 にすると,生成放射能は
EⅨゴコ倍になる。一般に,タ ーゲット物質は照射粒子のターゲット中での飛程よりも厚 くする。例
えば,lo Mev陽子の水中での飛程 (R)は約 01 cmで あるが,同一のエネルギーのアルファ粒子,陽
子及び重陽子の飛程をそれぞれ R(の ,R(p)及 びR(d)と すると,そ の大きさにはE:コロの関係が
ある。いま,H230に 10 McV陽子を平均電流 10 μAで 60分間照射した場合,H」

80に
与えられるエ

ネルギーはEI壼拍 J(ジ ュール)と なる。これは,H2・0の温度上昇につながることから,容器は
冷却を十分に行い,密閉性を保つ構造にする必要がある。照射後にサイクロトロン室に入室する際
は, まず,エ リアモニタで室内の空間線量率を確認する。さらに,サ イクロトロン室内の空気は,運
転中に発生した

「

Jヨロによって放射化し,半減期 1.8時間のEK菫 ]が生成している可能性がある
ことから,室内空気の放射能濃度が空気中濃度限度を超えていないことも確認する。
<A,Bの 解答群>
1   1.0    2  20    3   10    4  20    5  60

<C～Eの解答群>
l H20   2 Nc   3 N2   4 CH4   5 11F
<F,Gの解答群>        、

1   10    2  125    3   15    4  175    5  20

くHの解答群>
l R(p)>R(d)>R(α )  2 R(α )>R(d)>R(p)  3 R(α)≒ R(d)>R(p)
4 R(P)≒ R(d)>R(め

くIの解答群>
1  10× 102   2 60× 103   3  1.6× 105   4 36× 105

<」 の解答群>
l γ線  2.陽 子  3 中性子  4 α線         ヽ

<Kの解答群>
1  ・ C   2 “N   3 41Ar   4 

″Rn



Ⅱ 軽元素に荷電粒子を照射 して生成する核種は,その安定同位体に比べて中性子数が三亘墓準という

特徴がある。このため,β
+壊
変して安定な核種となる性質を持っている。

陽電子が電子と対消滅する際にEI ttMevの 2本の消滅放射線が同時に反対方向に放出される
ため,測定には検出器を対向させて同時計数する方法が不1用 されている。fNを lo分間測定したと
き,2.0× 106ヵ ゥントであった。さらに引き続き20分間測定を継続すると計数は30分問合わせて

「
T下デ1¬ヵゥントとなると予想される。 また, l TBqの BNの原子数はEIK函

専
]であり, 500分後に

は

R信 暑曇窯:λで標識化合物は短時間で合成する必要があり,さ らに精製により

「
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ることギある。この状態をE亘ヨ甲と呼ぶ。

<↓,そゝ 解答群> 
ない

1  0_12    2  0.32    3  0.51    4  1.0    5  25)く 106    6  3.0× 106    7  3.5× 106
8  4.0)く 106

<0,Pの 解答群 >
1 8.7× 101°    2 1.4× 1012  3 14× 1013  4 8_7× 1014   5 87× 103
6 1_4× 103   7 8_1× 102   8 1以下
<Q～ Sの解答群 >
1 核種   2 化学  3 液体クロマ トグラフ  4 薄層 クロマ トグラフ
5 ガスクロマ トグラフ  6 内部被ば く  7 サブマージョン  8 局所被ばく


